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日程第 3 教育長報告
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付議事項 (3件 )

議第 14号

令和 7年 3月 草津市教育委員会定例会会議 次第

令和 7年 3月 28日 午後 2時 00分開会
(草津市役所 6階 教育委員会室)

草津市教育委員会の事務局の組織に関する規則等の一部を改正する

規則案

草津市学校施設使用規程の一部を改正する訓令案

草津市地域学校協働活動推進員の委嘱につき議決を求めることに

つ いて

議題 15号

議第 16号

日程第 5

報告事項 (2件 )

(1)草津市こども 。若者計画 (案)に関するパブリックコメントの実施結果につい

て      |
(2)寄付の受け入れ報告について
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藤田教育長

藤田教育長

各委員

藤田教育長

藤田教育長

各委員

藤田教育長

藤田教育長

開会 年後 2時 00分

それでは、ただいまから草津市教育委員会 3月 定例会を開

会いたします。

日程第 1

日程第 1「会期の決定について」でありますが、本日1日

限りといたしたいと思いますが、御異議ございませんか。

二 異議なし

異議がないようでございますので、 3月 定例会は本国1日

限りといたします。

日程第 2

次に、日程第 2「 2月 定例会会議録および 3月 臨時会会議

録の承認について」でありますが、あらかじめ事務局から配

布され、確認されていると思いますが、御異議ございません

か。

― 異議なし ―

異議がないようですので、 2月 定例会および 3月 臨時会の

会議録は承認されたものと認めます。

日程第 3

次に、日程第 3「教育長報告」に移ります。

それでは、まず私の方から、諸般の報告をさせていただき

ます。

2月 21日 、今年度 2回目のいじめ問題対策連絡協議会が

開催されました。                 '
一つ日のテーマは、「いじめの未然防止の観点から」でござ

います。子ども達のスマホ所有の低年齢化とネット利用時間
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の増加により、SNS関連のいじめ事案や性事案が増加をし

ている現状について御意見をいただきました。「保護者との連

携により、学校でも家庭でもスマホの適切な使用を指導する

必要がある。」、「スマホ使用の低年齢化に伴つて発達段階を意

図した学ぶ機会が必要である。」との御意見でした。

二つ目のテーマは、「いじめの初期対応の観点から」でござ

います。近年、学校でのいじめ認知件数が増加をしておりま

して学校での初期対応力の強イ監が求められており、また紺応

が難しい案件が増えています。そこで来年度から学校問題解

決支援コーディネとターの配置と弁護士相談の回数を増やす

ことにより、学校を支援する体制を強化することについての

御意見をいただきましたと「事木安が属人化しないよう学校内で

の情報共有を図つてほしい。」、「学校が多忙な中、学校問題解

決支援コィディネーターに期待をする。」、「SNS利用とネッ

ト上での性事案については、発達段階に応じて教科指導と同

じように、児童生徒に指導することが必要である。」との御意

見でした。

これらの御意見を参考にいじめ根絶に向け、また早期発

見、早期対応により子どもたちの健やかな成長に繋げてまい

りたいと考えております。

次に、3月 1日 は草津モラロジー事務所と草津ニュ‐モラ

ル教育者研究会との共催で行われてお ります 「こころのきず

な作文」の表彰式が行われましたので出席いたしました。

今年でちょうど10回 日となりましたが、市内 682人 も
の多くの小学校 6年生から作品の応募がありました。

当日、優秀作品が発表されましたが、どれも家族のありが

たさや、自分を支えてくれた人、また地域社会への感謝が表

れた作品ばかりでした。

これからも家族や友達、そして地域の人々と積極的に関わ

るとともに、より良い社会を作つていくす員として、活躍さ

れることを大いに期待をいたしました。

次に、翌日の3月 2日 は、市内で多様な学びの場の提供や

相談業務を長く行われているアットスクールに通う児童生徒

の、1年間の取組成果の発表会に来賓として橋川市長とともに

出席いたしました。

成果発表会では、子ども達が生活や学習に必要なツーシャ
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ルスキル トレーニングや、またそれぞれ付けたい力など、日

標に向かつて粘 り強く取り組んだ事を少し緊張しながらも、

しつかりと自信を持つて発表されました。

そして保護者の方からは、「周囲の理解」が子どもが成長す

る上で重要であるとともに、子どもの「想いをしつかり受け

止めて」頂いた先生方の存在が大きかったと述べられていま

したc

私からも「これまでの成果を糧に、 4月 から新しい環境の

中で、自分らしく自分のペースで一歩一歩歩んで欲しい」と

エールを送らたところです。

次に、3月 9日 は、キッズシネマ上映会に出席しました。

今年で第 8回 となる「キンズシネマ塾」は、今回は「ベジク

サ」をテーマに山田学区にスポットをあて、実際に農業に従

事されている生産者の指導のもと、伝統野菜である「山田ね

ずみ大根」について学ぶ姿を映画作品に仕上げました。

子ども達は映画の出演者として、また製作の立場からさま

ざまな映画作りの役割を体験し学びました。また、子ども達

は、山田学区の「食文化や農業文化」も学びました。

今年度から、「キンズシネマ塾」は、市内の各地域ならでは

の文化に学ぶとともに、それを映画化して、地域をはじめ広

く市内に広げることにより、その文化を守り残していく機運

を高めることを目的にしています。この映画作 りを通して地

域の方々の交流をはじめ、つながりが深まり地域コュニティ

の醸成にも役立ちました。

これからも映画作りを通して、地域に残されてきた貴重な

文化を後世に残していくとともに、まちづくりの一助となる

ようキンズシネマ塾の深化を期待しています。

次に、3月 11日 に、私の母校である松原中学校の卒業式

に参列し、久しぶりに校歌を歌いました。

今年の卒業生はヨロナ禍の中で様々な学校行事が中止また

は縮小されたことによつて、制約を受けた中学校生活でし

た。しかし、今年度から多くの行事が対面で、そして全校で

の取組に戻つていき、特に今年度の「合唱祭」はクラスが一

九となって、中学生活のよい思い出となったようです。ま

た、この学年はスクールESDく さつのモデル校として、こ

れまで、不要な子ども服を集め、海外の難民キャンプに役立
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ててもらうよう、企業と連携 した取組や、体育館の空地を開

墾 して(松原ファーム (農園)を造 り、大根や トウモロコシな

どの栽培に挑戦してきました。

柴原校長から「明日からの長い人生、失敗はつきもので

す。しかし、その失敗は成功への過程でしかありません。人

によつては何回も何回も失敗を繰 り返すかもしれません。失

敗しても立ち上がってください。大切なことは、失敗しても

立ち上がることです。」と、生徒今の贈る言葉が,いに残 りまし

た。

最後に、2月 27日 から3月 26日 の会期で開会されてい

る市議会 2月 定例会についてでございます。

3月 10日 に代表質問、 12日 、 13日 には一般質問が行

われ、計 12名 の議員から質問をいただきましたので紹介さ

せていただきます。代表といたしましては、 7つの会派があ

りますが、全ての会派から教育全般について質問がありまし

た。

そして、一般質問から、|

福田 茂雄 議員からは、
・小中学生の歯科保健事業について

田中 香治 議員からは、
・史跡草津宿本陣の利活用について

藤本 晶 議員からは、
・午前 5時間制草津プランの学校説明会を終えて

野村 友子 議員からは、
・図書館における新たな居場所づくりについて

藤井 三恵子 議員からは、
・就学援助について

土肥 浩資 議員からは、
・文化振興計画の進捗について

山元 宏和 議員からは、
・当初予算の計上について

遠藤 覚 議員からは
・GIGAス クール端末の更新について

と、幅広く多くの質問をいただきました。質問内容や趣旨

をしつかりと受けとめ、今後の取組の充実につなげてまいり

たいと考えています。
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我孫子委員

内容については、ホ‐ムーページに掲載されますので、ま

た御覧ください。

以上で私からご報告を終わらせていただきます。

それでは、委員の皆様の方から、教育全般に関する事項

で、御意見・御感想などをお願いいたします。

まず、3月 11日 に高穂中学校の卒業式に参加してきまし

た。 350名 を超える今年の卒業生は、コロナ禍で中学校生
活を始めて、様々な行事や部活動をどう再スター トさせる

か、向き合つて築き上げた学年になります。大人数ですけれ

ど、すごく団結力があるように見えました。高穂学や体育祭

など、高穂中学校の色が出る取組をたくさんされてきたから

こそではないかと感 じました。校長先生の式辞では、「遠回り

でも僕の道」という言葉を紹介されていて、失敗しても混乱

があつても、そこに向かい続けることを考え続けることで乗

り越えられるし、それがあるからこそ今の自分が作られる、

無駄なものはないよというメンセ~ジだつたように思いま

す。生き抜く力を学んだ 3年生にとても響いたのではないか

なと思いました。また答辞で、 3年生の生徒が、友達や先

生、下級生、家族に対して、素直な気持ちを読んだものでし

て、会場全体が感動に包まれた、とても素敵な式でしたЬ

3月 18日 は矢倉小学校の卒業式に参加しました。学校に

着いたときにたまたま 6年生に出会ったのですが、 6年生の

方から「おはようございます」と、とても元気のいい挨拶を

してもらってとても嬉しくなりました。卒業式の方もとても

感動的な式で、入場ゐ際の表情からとても仲が良い学年だつ

たんだろうなということが見て取れました。ステージの上に

大型テレビがあり、卒業証書をもらっているときに、生徒の

名前と生徒の笑顔の写真が 1人ずつ映し出される工夫だった

り、校長先生の式辞の際に読まれる式辞の文章に合わせて写

真や動画が流れ、広島の修学旅行でも慰霊碑の前でみんなで

合唱をしている動画が流れたり、運動会の応援合戦の様子が

流れたりと、子ども達も保護者も、わかりやすく心に刺さる

ものだったなと感 じました。式の前の来賓室で地域コーディ

ネーターの方とお話させていただいたのですが、記憶絵を用
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森委員

いて矢倉の歴史を教えていただきました。とてもわかりやす

くて、もつとお聞きしたいなと思いました。とても楽しそう

に話していただいて、大人が楽しそうにしていることは、と

ても大事なんだなと感じましたもまた、小学校について、今

後の取組、来年度からチーム矢倉がスタートすること等、少

しの時間の中でも、とても前向きな意見交換がありまして、

今後のテーム矢倉の取組がとても楽しみになりました。どの

ように運営されていくのか、また共有していただく機会がい

ただけたらなと感じました。

2月 28日 に教育研究奨励事業の表彰式の方に出席させて

いただきました。忙しい日々の中37本の論文が応募され

て、そのうち24本がフレッシュ研究部門で、多くの若い先

生方がチャレンジしてくださつていました。論文を書こうと

思うと、今までやりたくてもできなかつたことに挑戦した

り、何か新しい手立てを打つたりするようになります。それ

が学校現場をいい意味で活性化することに繋がつていくの

で、たくさんの先生方にこの研究奨励事業に取り組んでほし

いなと思いました。

次に、 3月 6日 に玉)|1小学校の 6年生約 20名が玉)Iに ど

も国で 5歳児に「平和と友情の象徴のフレンドシップドー

ル」の紹介を行い、交流する様子を拝見しました。 6年生が

手作りの絵本や紙芝居を作つて紹介したり、今度 1年生にな

る 5歳児からの質問を受けたりした後、一緒にゲームで交流

しました。「好きな給食のメニューは何ですか」という質問に

対しては、圧倒的に、唐揚げが多かつたです。それから好き

な毅科は何ですか等、そんな感じで進みました。先生方はや

つぱり6年生と5歳児なので、一緒に遊べるだろうかと不安

があつたようですが、最後はみんな一緒に電車になつて繁が

って楽しそうに体を動かして遊んでいました。校長先生と園

長先生が普段から何か目的のためだけのお話ではなくて、雑

談もできるような関係作りをされていたので、いろいる連携

が進んでいくのだろうなと思いました。

次に、 3月 11日 に老上中学校の卒業式に出席させていた

だきました。 244名 が卒業されました。来賓室に行くと、

缶バッチが置いてありまして、老上スクールESDの OIK
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AMI Rediscovery Projectの 缶バン

チなんですが、よろしかったらこれを胸につけてくださいと

のことでしたので、来賓はみんな胸につけて入場しましたc

校長先生の式辞では、「考えて動く考動」と「行動力の行動」

について話されて、持続可能な社会を作っていくために、ス

クールESDく さつの取組で考えたように、 10年後、20

年後の老上のまちのために考えて動くことや、ウェアレビーイ

ングに向けて行動力を示してほしいとか、そんなお話があり

ました。代表生徒が答辞を読み終えた後、実はサプライズが

あり、ランダムに自分の席から、卒業生が保護者の方に向け

て、大きな声で「お母さんありがとう」とか感謝を述べてい

て、これが20人ほど続いて友達への感謝だつたり担任の先

生への感謝であったり、本当に素直な自分の言葉で思いを込

めて発したんです。それは担任の先生も知らなかつたサプラ

ィズだらたようで、学年主任の先生と卒業生が考えて行つた

そうで、担任の先生はもうそれにやられましたという感 じで

涙ぐまれて、とても感動的でした。最後は卒業生のその混声

合唱が 2曲あり、とても大きな声で美しくて 2年生が在校生

として今年は入つていたのですが、卒業生全員の大きな力を

見せてくれたなという素晴らしい卒業式でしたと

3月 17日 、志津こども園の修了式に行きました。 34名
がこの 1年 「わくわくいつぱいやってみよう」というキーフ

ー ドのもと、様々なことにチャレンジしてきました。こども

園ですので、おうちから初めてこども園という社会へ出て、

子ども達で、一つ一つできることが増えていくんですね。園

長先生から堂々と修了証書をもらつて、それを上に掲げてお

母さんのところまで持つていくという、もうあの感動のシー

ンがあるのですが、ほとんどの方が泣いておられました。先

生方も胸に来るものがあったのか、涙ぐんでおられました

し、こども園で本当に子ども達にずつと寄り添ってこられた

んだなということが伝わってきました。式が終わつて、来賓

の控え室で、志津こども園の取組が写真付きで紹介されてい

ました。それを園長先生が短い時間ですけれども紹介をした

ときに、来賓として出席されていた地域の方は、活動の様子

を紹介されたので照れておられましたけどすごくいいなと思

いました。
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伊藤委員

3月 18日 に志津南小学校の卒業式に参加させていただき

ました。 136名 が卒業生でした。実は卒業生が入場する時

間までに少し時間があつたんです。もう来賓も入つて、在校

生の 5年生も入つて、 8分ぐらい時間がありました。とても

静かで、ほとんど頭も動かない、この在校生の 5年生がすご

いなと思いました。終わったあと来賓の方も5年生が静かだ

ったことを言っておられましたけど、学校で大きな行事を成

功させる鍵は “聞く力"に あるんですね。素晴らしいなと思

いました。式が始まって、卒業証書授与、言葉の掛け合い、

歌もしつかり練習ができてお り、どれも素晴らしかったで

す。校長先生のお話によると、「教師が大きな声を出して指導

するのではなくて、子ども達で考えながら練習していこうと

取り組みました。」というようなことをおつしゃつていまし

た。

卒業式は学校で数ある行事の中で大切な子ども達を送 り出

すという最も大切な行事です。私、今は来賓として出席させ

ていただいているんですが、長らく来賓の皆様を学校でお迎

えする立場でした。先輩の校長先生から卒業式は私達の教育

の成果が現れるときで、それはその日の生徒の服装、聞く態

度、返事、答辞、日にするもの耳にするもの全てがその答え

となつて現れるんですよと教わりました。子どもたち一人ひ

とり成長の姿は異なりますcでも、その子なりの精一杯が感

じられたときに、それだけで教師はもう胸がいつぱいにな

り、また頑張ろうという気になるんです。それぞれの学校で

きっとたくさんの感動があつたと思います。この感動をこれ

からも積み重ねていってほしいなと思ぃます。

以上です。

3月 4日 に、草津市教育研究所の自己啓発講座の第 4回 目

に参力日してまいりました。 1回 目が 11月 に始まり、 3月 4

日が最後の自己啓発講座でした。参加されていた方は多くは

なかつたのですが、少なかつた分 1人ひとりがとても成長さ

れている様子がよくわかり、イシキSmoothy代 表の寺

岡佑記さんという方が講師をしてくださつていたのですが、

完全にボランティアで講師をしてくださつていたにもかかわ

らず、内容が盛りだくさんで、意識を科学的に、根拠的に見
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ていって、そのエビデンスの中からどのように行動に起こし

ていくかというような流れが 4回続いていたという形でし

た。毎回、瞑想から始まるという少し変わった講座で、その

瞑想する理由は自分の脳波をα波に戻すということをします

が、そのときに、視座が高くなるということが科学的根拠で

明らかになっています。視座を高くすると、対処できる能力

が身につくということがありますので、その練習の一環で、

瞑想を始めに取り入れて、その後勉強するという形になって

おりました。第 4回のときには皆さん、ないものを探すとい

う感覚から、あるものを使って対処するという意識に変化さ

れていた感じがしまして、ネガティブからポジティブヘとい

う感覚が私の中にあつたのでとても良い講座であったと思つ

ています。次回続くかどうかはまだわからないのですが、肌

感覚としてやってみてよかつた講座であつたかなと感じまし

たし、教育研究所の方からもおネLの言葉をいただきましたの

で、いい機会だったなと思いました。

3月 11日 に、保護者としてなんですけれども、草津中学

校の卒業式に参加いたしました。保護者目線のお話をさせて

いただきますと、朝から子どもと喧嘩する内容は、マスクを

つけるか、つけないかです。親としては、最後の式ぐらいは

マスクを外して出てほしいという思いがあつたので、マスク

を外しなさいという話をしたのですが、なかなかマスクは外

れませんでした。当日どうなるかなと思って、式を見ていた

のですが、私の子は奇跡的にマスクを外していたのですが、

クラスの女の子を見ているとマスクを外していたのは、私の

子ともう1人だけで、あとは全員マスクをしているという形

でしたと男の子に関しては、マスクは外れてはいましたが、

女の子はマスクをしている数が多かったです。コロナはもう

すっかり明けていますが、駅前の中学校独特なのかわかりま

せんが、集合意識が働 vヽていますので、誰かが外し始めると

外すのでしょうが、みんながしているので外せないという形

で、式が終わった後、お母さん同士で話をしていても、どこ

の家族もマスクで揉めているという形で、たかがマスクかも

しれませんが、親としてのマスクを外した写真を撮 りたいと

いう親心と、思春期との葛藤ということになるのかなと思い

ました。小辻委員様には来賓者として御出席いただきまして
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ありがとうございました。草津中学校は生徒と親が向き合わ

せの形の卒業式でした。卒業式の証書の授与をしているとこ

ろは残念ながら高いところにいないため見えなからたので、

残念かなと思つたのですが、生徒と親が向かい合つているよ

うな形の式だったのでそれはそれで良かったのではないかと

思いました。体育館の暖房もよく効いており、すごく快適で

した。校長先生の式辞の中で、印象に残つた言葉がありま

す。未来の生徒たちに向けて、「『 とにかくやつてみなはれ』

つていう言葉を贈ります。」ということでした。この言葉は、

南極探検隊の西堀榮二郎さんの言葉で、人間やってみなけれ

ば体験がついてこないので、自主性を持った大人になつてほ

しいとの願いを込めて、この言葉をお渡ししますということ

でした。iまた、親としても印象に残らたのが 3月 11日 とい

う日です。東日本大震災の日と重なり、ちょうど14年前が

震災の日で、今年卒業する子ども達は15歳で、私も子供が

1歳ちょつとのときでした。当時 70人の乳児が震災で亡く

なっているそうで、この乳児達は自分で考えて行動すること

が当然できませんので、無念の死であるということをおつし

ゃられていて、皆さんは自分で行動ができるという自由を持

っていらつしゃるので、自分で自分をつくることを目標にし

て頑張ってくださいという言葉が印象的でした。

3月 17日 に、笠縫こども園の修了証書授与式に臨席いた

しました。園児たちが入場し、椅子に座る動作が、とてもき

ちんとしていて、先ほどのォ
未
木委員の話ではないのですけれど

も、園児なのに頭が動かなくて、とても行儀がよく、たくさ

ん練習をされてきたなと感じました。

修了証書を 1人ずつ受け取られるのですが、先ほどと同

様、その先に待つていらつしゃるのはお母さんで、修了証書

を一生懸命半分にたたんで、それをお母さんに渡しに行くの

ですが、子ども達が 1人ひとり、思い思いの言葉を御両親に

かけていらっしゃる姿を見てとても感動的で胸が熱くなりま

した。園長先生の言葉は、自分で考えて行動してほしいとい

う園児に対してはとても難しい話かもしれないのですが、ど

んどんチャレンジしてどんどん自分の可能性を広げていつて

くださいというお話をされていました。

3月 18日 は、老上小学校の卒業証書授与式に臨席いたし
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小辻委員
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ました。老上小学校は歴史が古いので、 137回 目の卒業証
書授与式で卒業生は148名でした。私がとても感動したの

は、介添えが必要な子もちらほらいらっしゃつたのですが、

全員がひな壇で卒業証書を自分の力で受け取るということを

されていて、連携プレーがいろいるされていて、とても工夫

をされているのだなと感じました。

校長先生のお言葉としましては、大谷翔平選手のお話があ

りまして、この大谷翔平選手がモデルとされている、人生哲

学の第一人者である中村天風さんの思想のお話をされていま

した。心をポジティブで満たして、人生を正しく明るく生き

るということについてのお話をされていました。式の真ん中

あたりで先生たちと生徒たちとの歌の掛け合いというのがあ

りました。それがとても感動的で、多くの親御さんや歌って

いらっしゃる生徒さん、また先生も掛け合われていて、とて

も心湿まる式でした。

また、老上小学校の卒業証書授与式の後の控え室の話で、

午前 5時間制の話が出ましたj説明会のときに地域の200

名程の方が、親御さんを含め集まられたというお話をされて

いて、意識の高さというのを感じましたし、もう決まってし

まったことはやっていくしかないよねというような、新しい

体制に一九となって、地域も親御さん達も協力していきます

よという雰囲気があつたように感 じました。逆に対照的に、

老上こども園の修了証書授与式の後の控え室でも、午前 5時

間制の話が出たのですが、小学校に説明会に行かれたかと思

うのですが、お話を聞いている感 じでは、あまり良い印象を

持つていらっしゃらなかつたです。そのため、こういう形で

午前 5時間制になっていますとそのときも少しお話させてい

ただきましたが、そんな話が説明会で聞きたかったと言われ

ました。どんな説明をどこの小学校でされているのかはわか

らないのですが、その後の老上小学校のときとの温度差があ

りまして、校長先生の説明の仕方によつて、印象は変わるの

だなと感じました。

3月 6日 に、草津)II跡地公園の管理運営会議の方で参加さ

せていただきました。小学校の児童、中学校の生徒がよく利

用されているという良い結果が出ているとお聞きました。



私も拝見させていただきましたが、草津第二小学校の児童

の図画工作のサツマイモの絵を跡地公園の賑わい感活動等の

玄関ホマルで掲示されていました。子ども達にとつても跡地

公園が良い影響を与えていたり、そこで植物等に触れる機会

を持っているということをお聞きしました。その中で、ボラ

ンティア関係のところで非常に大変な部分が出てきたりする

というお話は聞きましたけれども、子ども達が今後どのよう

に関わっていくのが良いのか、特に小学生とかに主体的に参

加していただくように、と―ディネーター、地域の方々との

連携等を展開いただけたらと思っています。会の中でもお話

をさせていたのですが、コーディネーターも外に出ていただ

いて、例えば小学校で広場の魅力とか、いろいろ伝えていた

だくような場があってもいいかなと思います。

3月 11日 に、草津中学校の卒業式に参加させていただき

ました。非常に感動的な卒業式だつたなと思います。合唱で

は、涙する生徒の方がおられ、多感な時期にコロす禍の中で

いろいろな思いを持たれながら過ごしてきたかと思います

が、そのような思いを歌声に乗せられていてとても良かった

と思いました。送辞ということで 2年生が 1名参加されてお

られました。どうしても卒業生と保護者のみの参加となりま

すが、今後、何らかの形で見送る人、 2年生であるとか、そ

ういった方々の参加も出来ればいいなと思います。卒業生の

皆さんの思いが非常に印象に残る卒業式でした。あと、マス

クを皆さんされていて、小学校の卒業式とは違うのを改めて

対照的だなとは思いましたけれども、保護者の皆さんからす

るとマスク外してというところあると思いますが、マスクと

いうのも一つの選択肢になったというのは、それはそれでい

いことになるのかなと、多様性を認める中でいいことになる

のかなというのも考えた 1日 でした。

3月 18日 に、笠縫東小学校の卒業式に参加させていただ

きました。 5年生も参加されていまして、特に印象に残りま

したのが最後、しっかりと5年生も6年生を送る言葉を練習

してきてくれて、いろんな児童の皆さんがそこで語つて、シ

ョーを見せていただいているような、でもその中には 1人ひ
｀
とりの思いも乗つていたと思います。準備も含めてあれだけ

のことをするというのは大変だったんだろうと、卒業生だけ
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でなく、 5年生も間違えてはいけないとか、いろいろなプレ

ッシャーの中で参加されていたのだと思います。非常に見て

いて立派な卒業式でした。特に印象に残ったのが、生徒の皆

さんが、 1年生の終わり頃からコロナ禍というところで、自

分たちの言葉の中でも話されていましたが、学校に改めて通

うことが出来た日のことの思いを語つてくれていたのが非常

に印象的でありました。ある意味ではこの 6年間を通して、

コロナに小学校生活を一番左右された学年だつたのかなとい

うところもありますけれども、自分たちはポジティブに生き

ていくというメッセージを伝えていただけたので非常に良か

つたと思いますし、今後も頑張つていただけたらなと思いま

す。私も少しだけ保護者の皆様に、このコロナ禍に御負担を

おかけしたというお話もさせていただきました。保護者の皆

さんや先生方に頑張うていただいたことに敬意を表したいな

と感じました。

3月 25日 に、草津市立文化ホールの運営会議に参加させ

ていただきました。こちらの方で次年度に劇団四季のプログ

ラムを準備していこうということでして、革津の小学生が毎

年参加させていただいておりますけれども、今年度もぜひ御

参加いただきたいです。午前の部が毎年人気で、午後の部は

先生方の引率関係が大変とか、働き方改革も含めて、その後

の学童とかいろいろな中の流れが大変ってところがあるみた

いですが、出来る限り、午後に当たった小学校も参加いただ

いて、良い学びにして欲しいなという話をさせていただきま

した。

3月 29日 に、草津宿本陣のお披露目がありますが、この

間に最後の一般展示の方に行かせていただきました。館長と

お話をさせていただきましたが、草津の 70周年に非常にテ
ーマを持ってやっていただいたと、今までの江戸時代を中心

とした本陣であるとか街道交流館のあり方とは違うところで

出来たというところにおいて、ある意味では役員さんたちに

とつても蓄積になったという話もいただきましたし、地域の

方々も今までとは少し違う方々も、足を運ばれていたという

話も伺いました。今後も、やり方としては江戸時代がメイン

になつてくると思いますけども、江戸時代以外の草津の文化

歴史も発信していただくような場になつていただければいい
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藤田教育長

藤田教育長

教育総務課長

なと思いました。

報告を終わらせていただきます。

それでは「教育長報告」につきましては、以上で終わらせ

ていただきます。

日程第 4

次に、日程第 4、 付議事項に移ります。

「議第 14号 草津市教育委員会の事務局の組織に関する
規則等の一部を改正する規則案」について審議いたします。

事務局の説明を求めます。

「議第 14号 草津市教育委員会の事務局の組織に関する

規則等の一部を改正する規則案」について、教育総務課の山

田が御説明申し上げます。

議案書は 3ページから6ページでございます。

4ページをお願いいたします。

第 1条 「草津市教育委員会の事務局の組織に関する規則の

一部改正」につきまして、まず、スポーン推進課の業務 「(仮

称)新志津運動公園の整備に関すること。Jを、市長部局の公

園緑地課へ移管するため削除し、新たにスポーツ担当の理事

を置くことから、「担当する教育部理事所管事務に係る所属の

連絡調整に関すること。Jを追加し、次の国スポ・障スポ推進

室の業務 「大会の競技運営」を「大会の競技会運営」に改め

るとともに、副部長が室長兼務となりましたことから、「担当

する副部長所管事務に係る所属の連絡調整に関すること。」を

追加 し、次の歴史文化財課の業務 「所属する教育部専門理事

所管内所属の連絡調整に関すること。」を、専門理事を置かな

いこととしたため削除し、次の学校教育課の業務 「就園奨励

費に関すること。」を、事業の廃上に伴い削除し、次の児童生

徒支援瞬果および学校政策推進口果の業務 「所属する教育部理事

および教育部副部長所管内所属の連絡調整に関すること。」を

削除し、学校教育担当の理事および副部長については学校教

育課の業務として集約したも(夕 )でございます。

また、第 2条 「草津市教育委員会公印規則の一部改正」に
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藤田教育長

各委員

藤田教育長

教育総務課長

つきましては、先ほど申し上げましたとおり、新たにスポー

ツ担当の理事を配置し、理事が 2名 となることから、教育部

理事の印の管理者を「各教育都理事所管所属内の連絡調整を

所管する所属長」に改めるものでございます。

また、第 3条 「草津市教育委員会事務局および教育機関の

職員の職名に関する規則の一部改正」につきましては、補職

名の「教育部専門理事」を削除するものでございます。

第 4条 「草津市教育委員会の事務の補助執行に関する規則

の一部改正」につきましては、組織改編により、「子ども未来

部」を「こども若者部」に改めるものでございます。

以上、誠に簡単ではございますが説明とさせていただきま

す。御審議を賜りますようお願い申し上げます。

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問はござ

いませんか。

本議案につきまして御異議はございませんか。

異議なし

異議もないようですので、議第 14号は、原案どおり可決

されたものと認めます。

次に「議第 15号 草津市学校施設使用規程の一部を改正

する訓令案」について、審議いたします。

事務局の説明を求めます。

「議第 15号 草津市学校施設使用規程の一部を改正する

訓令」について、教育総務課の山田が御説明申し上げます。

議案書は 7ページから8ページでございます。

8ページをお願いいたします。

本改正では、令和 6年度に体育館空調を設置したことに伴

い、学校施設の目的外使用においても、電気、ガスの使用量

が増加することを想定しまして、規程にございます 「学校施

設の使用者は、電気、ガス、水道、電話その他の必要経費を

実費弁償しなければならない。」イこついて、現行の運用に合わ

せまして、校区の住民を対象とした事業の実施にあたつて
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藤田教育長

小辻委員

教育総務H果長

小辻委員

藤田教育長

各委員

藤田教育長

は、実費弁償を求めない、等の文言を追加し、運用方法を明

確化するものです。

以上、誠に簡単ではございますが説明とさせていただきま

す。御審議賜りますようお願い申し上げます。

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問はござ

いませんか。

電気、ガスの使用量を気にされている学校もあるかと思い

ますが、地域の方々が空調設備があるのに使えないのは困る

という話があるところで、実際に改正していただくのは良い

事だと思いますが、運用マニュアルは作られているのです

か 。

運用マニュアルにつきましては、 8月 末に第 1期の 5校が

完成した時に、8月 の末で暑い時で冷房をどの様に使つてい

くのかというところで、試行版の運用マニュアルを各校に出

させていただいておりまして、冬につきましては、基本的に

学校行事については使ってください。ただ、授業については

使わないでくださいと運用マニュアルを出させていただいて

おります。

令和 7年度から、全 20校で使用することになりますの

で、その実情を見極めながらマニュアルについては改定して

いく必要があると考えております。

訓令が出来て、それを踏まえて使用されるということで、

認識の違い等が出てくると思いますし、地域の方々も各学校

に行かれて、使い方でここは良いのか悪いのか等が出てくる

と思いますので、いろいろな御意見を聞きながら作っていた

だけると良いかなと思います。

本議案につきまして御異議はございませんかと

一 異議なし ―

異議もないようですので、議第 15号は、原案どおり可決
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生涯学習課長

藤田教育長

小辻委員

されたものと認めます。

次に「議第 16号 草津市地域学校協働活動推進員の委嘱
につき議決を求めることについて」、審議いたします。

事務局の説明を求めます。

「議題 16号 草津市地域学校協働活動推進員の委嘱につ

き議決を求めることについて」、生涯学習課の古川より、説明

申し上げます。

議案書は 9ページから13ページでございます。

本市では平成 10年度より地域協働合校推進事業を実施し

ておりますけれども、地域住民の方と学校との情報共有や助

言等の連携協力を行うため、地域コーデイネーターの配置を

しております。令和 6年度より全小 。中学校の 20校に配置
をさせていただいているところでございます。

この度、令和 7年度の地域コーディネーターの候補者の方

に、各小中学校長から御推薦をいただきましたので、委嘱を

行いたくお諮りするものでございます。

任期は令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 までとな

つております。令和 7年度の候補者の一覧につきましては 1

1ページから12ページをご覧ください。

右側に経験年数を記載しておりまして、新規と表記してい

る方が、今回新たに御推薦をいただいた方となっておりま

す。全体では20校で計 31名 の方に委嘱をさせていただく

予定でございます。

以上、簡単ではございますが説明とさせていただきます。

御審議賜りますようお願い申し上げます。

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問はござ

いませんか。

拝見していて、どなたがどうという話ではなく、ジェンダ

ーバランスの関係かなと思うのですが、女性がされていると

ころは女性だけ、男性がされているところは男性だけという

傾向がみられるのですが、考えてされているのか、たまたま

そうなつてしまったのか、どうでしょうか。
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生涯学習課長

小辻委員

藤田教育長

各委員

藤田教育長

子ども・若者政策課長

男性、女性の指定はしておりません。男性・女性問わず、

地域のことをよく御存知で、学校と地域の方々をつなぐこと

にふさわしい方を選出いただいております。確かに同性ばか

りなところもありますが、適した人材がおられたら、変更い

ただくことも可能だと思っております。

3名 などの枠があれば、新規の場合は、そのようなことも

考えてもらえるといいのかなと思いました。

本議案につきまして御異議はございませんか。

異議なし

異議もないようですので、議第 16号は、原案どおり可決

されたものと認めます。

次に日程第 5、 報告事項に移 ります。

まず、(1)「草津市こども 。若者計画」案のパブリックコ

メント実施結果について、事務局の説明を求めます。

「草津市こども。若者計画」案のパブリックコメント実施

結果について、子ども。若者政策課の織田より説明をさせて

いただきます。

右上に報告 1の資料 とと記載のある資料を御覧ください。

上段が実施結果になつております。草津市こども・若者計画

では、令和 7年 1月 6日 から2月 5日 までパブリックコメン

トを実施し、 11人に30件の御意見をいただきました。

意見の反映件数につきましては 1件でございました。

次に周知方法でございます。記載のとおりですが、個別説

明としてキラジエを使つて市民活動団体と市や中間支援組織

の意見交流会として実施されております「くさつラウンドテ

ーブル」でこども 。若者政策についてセグメンテーションを

させていただきました。

今年はこども計画の策定に向けて、市長と中学校や大学生

等と直接封話の機会を設けており、大学の授業の中でパブジ
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ックコメントを呼びかけていただいたり、市長との対話に参

加した大学生などにも呼びかけさせていただくなど、市ホー

ムページヘのアクセス数が 1, 068件 となりました。先ほ
ど、 11人から御意見があつたと報告いたしましたが、その

記載内容から、半数は若者からの御意見となりました。

結果公表は記載の通りでございまして、広報くさつへは4

月 1日 号に掲載させていただきます。

次のページからは、 30件の御意見の要旨と市の考え方を

整理しておりますЬ項目が大変多くございますことから、個

別の内容は害1愛 させていただきますが、分野で申し上げます

と、子ども未来部の部門では 19件、教育委員会は 7件、健

康福祉部で 3件、まちづくり協働部で 2件、総合政策部で 1

件、乗境経済部で 1件となつております。部門をまたぐ御意

見が 3件にありましたので、部門で数えますと33件でござ
いました。これらの内容については、各担当所属に確認させ

ていただいた上で、当部でバランスを整理して取りまとめを

させていただいております。

なお、教育に関わる部分につきましては、22ページを御
覧ください。 13の 「地域協働合校」について記載しており
ます。 23ページの 14は 「スクールESDく さつプロジェ

クト」、 15の 「コミュニティ・スクール」、 16の 「ICT
を活用した教育の推進」について記載しております。 24ペ
ージは、 17の 「メタバース、仮想空間を使つた学習支援や
相談支援」、 19の 「不登校のこどもたちの関係」、 25ペー
ジは、22の 「PTA」 について記載しております。

それから27ページを御覧ください。 26については、計

画に反映した意見でございます。ラウンドテーブルに参力日さ

れた方が中学生や大学生との対話の中から具体的な取組に発

展した点を評価していただき、こどもや若者が企画から関わ

り、主体的に考える機会がもつとあると良いことや、高校生

を始め、多様な世代のこども。若者の参加や地域との連携ヘ

の期待について御意見をいただいたところです。

今回のパブリックコメントを実施している間に子どもサミ

ットでの市長との対話の中から、中学生の提案を受けて協働

で実施した事業があったことや、また来年度に向けて関係予

算も確保できる見通しとなりましたことから、市の考え方欄
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に記載しておりますように、本計画の中の 177ページです

が、「対面形式の意見交換Jの項目の記述について「多様な層

から」、「小中学生や高校生、大学生等、多様な世代のこど

も。若者から」と、もう少し具体的に書き加えまして、最後

に「適宜、工夫を行います。」の後に、「また、意見反映によ

る取組につきましては、こども。若者の主体的な参画や地域

との連携を進めます。」を加えております。

それから、 30ページでございます。資料 2で今申し上げ

た意見反映の部分が新旧対照表の形で、左側が変更後で変更

箇所を赤字で記載しております。

次の 31ページからは資料 3と いうことで、こちらはパブ

リックコメント以降に計画案を修正した内容になります。

まず上段ですが、全体として、令和 7年度に予定をしてお

ります組織名称等に書き換えて、本計画の中に記載しており

ます。また下段は、病児・病後児保育事業についてです。病

児・病後児保育事業の今後の必要量の見込みとその確保量を

お伝えしているのですが、運営委託をしております病児病後

児保育室オルミスがヽこの年度末で病院を閉じられることか

ら、令和 7年 3月 をもつて病児保育室も閉じるということに

なりました。このため、 1施設分の定員を減じまして、新た

に令和 7年 11月 に、新たな施設の確保をめざして、確保量

を 1, 371人と改めて掲載したというところでございま

す。

続いて、 32ページを御覧ください。こちらは施策体系の

下の 2行の文章についてです。滋賀県との調整におきまし

て、こども。子育て支援事業債を活用する場合は、本計画と

個別事業を記載する別紙の計画が相互に参照していることを

明確にする必要があるということで、修正の助言を受けたこ

とから修正したものです。もう少し具体的に申し上げます

と、こども。子育て支援事業債という市債を発行してハー ド

整備を行うのですが、市債の発行要件に市町村こども計画に

記載している必要があります。この事業は毎年予算審議を経

て決定いたしますので 5年に一度の計画中に記載することは

できないということがあります。そのために別紙計画を作つ

て基本計画と連菫力していることをここに明記することで、起

債が発行できるというものになつたというところでございま
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藤田毅育長

森委員

子ども。若者政策課長

藤田教育長

21

す。

最後には計画の概要版をつけておりますので、御覧いただ

けたらと思います。現在、本編とともに、製本・印刷中でご

ざいますので、完成次第、委員の皆様にもお渡しさせていた

だきます。説明は以上となります。

ただいまの「報告事項」につきまして、御質問等はござい

ませんか。

24ページの 18の 「重層的支援体制整備事業」を読ませ

ていただいて、これは大事だなと思いました。様々な専門分

野の方が円滑に連携しながら進めていくということで、今ま

でとは違い、定期的に集まって進めていくと受け取つてよい

のでしょうか。

重層的支援事業につきましては、地域の中でお困りになら

れている高齢者や障害者や様々な支援を要する人たちの総合

相談を連携しながらしていくという側面と、例えば若い人が

引きこもりをしていて社会になかなか通じることができない

というような課題があり、その親御さんの要介護状態のよう

に、御家庭の中で複数の困難を抱えているなど、分野を越え

て連携していくというものが重層的支援体制整備の元々のと

ころです。その中には、市役所の中の総合相談機能や連携機

能を充実するという面と、地域づくりをして、その中で、家

庭の中での困りごとと地域の資源を結びつけるという社会参

画という面があり、御意見にあります「有償ボランティア制

度の立ち上げ」や、「アウトリーチ等を通じた継続的支援」に

つきましては、若い人たちが引きこもつている状態の方々に

紺して、地域での取組に、社会参画してもらうことで、そう

いった地域課題とか社会R果題、家庭の課題を地域で受け止め

られないかという意味で有償ボランティア制度を提案された

学区では検討されているということを御意見でいただいてい

て、市としてもそういった連携が必要だということで繁げて

いく旨を回答させていただいているところです。

続いて、(2)寄付の受け入れ報告について、事務局の説明



教育総務課長

藤田教育長

を求めます。

寄付の受け入れ報告について、教育総務課の山田が御説明

申し上げます。

報告書は、45ページから47ページでございます。
45ページを御覧ください。

詳細につきましては一覧表記載のとおりでございまして、

年度末ということで、小中学校に加えまして、市内こども園

へいただいた寄付につきましても、今回、御報告させていた

だくものでございます。

件数が多くございますので、それぞれの説明は割愛させて

いただきますが、一番上の児童用図書、生徒用図書を公益財

団法人河本文教福祉振興会様から、寄付をいただきましたの

をはじめ、47ページまで、一覧に記載の 17件につきまし

て、各団体、企業等から寄付をいただいたものでございま

す。

寄付受け入れ報告についての説明は以上でございます。

ただいまの「報告事項」につきまして、御質問等はござい

ませんか。

それでは、「報告事項」につきましては、以上で終わらせて

いただきます。     _
以上をもちまして本日の議事は終了となります。

これをもちまして 3月 定例会を終わらせていただきます。

閉会 午後 3時 10分
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